
50 

KPI（重要業績評価指標） 

 

分野２ 生涯学習 
 
 

施策１ 生涯学習の充実 
 

 

 
 

指標名 生涯学習関連事業の延べ参加者数 

現状値 
（令和 5 年 3 月 31 日時点） 11,039 人  目標値 

（令和９年度） 
12,400 人 

指標名 YouTube「生涯学習チャンネル」再生回数 

現状値 
（令和 5 年 3 月 31 日時点） 53,100 回  目標値 

（令和９年度） 
74,200 回 

指標名 図書館の入館者数 

現状値 
（令和 5 年 3 月 31 日時点） 199,954 人  目標値 

（令和９年度） 
240,000 人 

指標名 市民一人当たりの図書の年間貸出冊数 

現状値 
（令和 5 年 3 月 31 日時点） 6.85 冊  目標値 

（令和９年度） 
7.98 冊 

指標名 博物館の利用者数 

現状値 
（令和 5 年 3 月 31 日時点） 9,338 人  目標値 

（令和９年度） 
10,700 人 
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 取組方針 

 
 
１－１ 市民が生涯にわたって、学ぶことができる環境を整備し、生涯学習機会の充実を

図るとともに、報徳精神の実践を推進します。 
 

こどもから高齢者まで生涯各期に応じた学習プログラムの充実を図るため、特に、若者や子

育て世代の学びのニーズを捉え、各生涯学習センターの特性に合わせた講座等の開催や、みな

みそうまチャンネルや動画配信共有サイトを活用した生涯学習講座の動画配信を進めるほか、

オンライン講座も視野に入れ、生涯にわたる学びの環境を整備し、充実を図ります。また、報

徳精神がいきづくまちづくりの取組により、市第三次総合計画の基本目標である「１００年の

まちづくり」の実現を目指し、現代における報徳精神の実践を推進します。 

 

１－２ 多様な世代ニーズに対応した博物館の企画・展示、体験学習の充実と積極的な情

報発信を図ります。 
 

多様な世代ニーズに対応した魅力ある博物館づくりのため、学校や民間団体等と連携した活

動や、将来の利用者増につなげるため低年齢層及び保護者を対象とした取組の継続、博物館の

企画・展示、体験学習の充実とＳＮＳ等多様な方法での積極的な情報発信などを図ります。 

 

１－３ 読書活動の推進と多様な分類・分野の図書館資料の整備・充実を図ります。 
 

こどもから高齢者までのあらゆる世代の読書活動を推進するため、多様な図書館資料の整備

と図書サービスの充実を図り、図書館資料を容易に活用できる読書環境を整えます。 
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 主な取組 

 
 
■ 報徳仕法を含めた各種講座や教室、市民ボランティア等による出前講座の実施と 

動画配信                          （生涯学習課） 
 

各生涯学習センターにおける報徳講座等と、市民ニーズに応じた各種講座等の開催に加え、

市民ボランティア等による出前講座の実施と動画配信共有サイト等を活用した動画配信などに

より、市民がいつでも学べる環境の充実を図ります。 
 

具体的な 

取組例 

・二宮尊徳、富田高慶の功績等を学ぶ講座、報徳史跡をめぐる移動教室の

実施 

・生涯各期のニーズを捉えた各種講座、出前講座メニュー、動画配信内容

の充実 

 

■ 家庭や地域との連携による社会教育の充実した学びの場の創出  （生涯学習課） 
 

こどもたちの健全な心身と豊かな情操、社会性や知識の育成のため、各種体験活動事業を実

施します。 

また、家庭や地域、学校が連携してこどもたちを育成し、地域社会の活性化を図るため、地

域学校協働活動の取組を広げます。 

 

■ 多様な世代ニーズに対応した博物館企画展、講座、体験学習等の開催 

                                 （文化財課） 
 

ふるさとの特徴や魅力を伝えるため、野馬追・自然・考古・歴史・民俗に関する企画展や各

種講座・体験学習を開催し、市民の多様な学習意欲に応えます。また、多様な世代ニーズに対

応できるように、親子・家族を対象とした体験型講座や博物館講座の開催のほか、学校教育に

おける博物館利用促進に取り組みます。 
 

具体的な 

取組例 

・ふるさとや地域をテーマにした企画展の開催 

・親子、家族など多様な世代を対象とした講座や体験学習の開催 

 

■ 震災資料や歴史・民俗資料等の積極的な公開           （文化財課） 
 

震災の事実や教訓、本市の歴史や伝統文化を継承し、国内外に発信をしていくため、各種資

料を博物館等で展示・公開するとともに、デジタル化の取組を進め、ＳＮＳ等多様な方法で積

極的に公開します。 
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■ 図書館利用の促進と移動図書館の実施             （中央図書館） 
 

市民のニーズに対応した多様な図書資料の整備を行うとともに、高校生など若者世代の読書

意欲の喚起につながるような事業を企画し利用促進につなげます。また、身近なところで図書

館を利用できるよう移動図書館車と配本車の２台体制によるアウトリーチサービスを行います。 
 

具体的な 

取組例 

・市内の高校の図書委員と連携した棚づくりなど高校生が読書に興味を持

つような企画の実施 

・移動図書館車の運行 

 

 

■ 障がい者や外国人に対応した図書資料の整備          （中央図書館） 
 

障がい及び加齢などにより活字を読みにくい方に対応した音声データ、大活字本、触る絵本

を整備します。また、外国人が図書館サービスを利用しやすくなるように、外国語の図書資料

の充実やカウンター等でのわかりやすい案内などに取り組みます。 
 

具体的な 

取組例 
・大活字本や外国語の図書などの充実 
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KPI（重要業績評価指標） 

 

施策２ 芸術文化の充実 
 

 

 
 

指標名 芸術イベントの開催件数 

現状値 
（令和 5 年 3 月 31 日時点） 43 件  目標値 

（令和９年度） 
61 件 
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 取組方針 

 
 
２－１ 身近に芸術文化に触れることができる環境づくりと、創作する機会を創出します。 
 

より身近に芸術文化に触れることができる環境を提供するため、市民ニーズを的確に捉え、

体験事業や鑑賞事業の充実を図ります。また、人・歴史・地域など、潜在的な芸術文化財産・

資源を掘り起こし、市民参加型の芸術文化イベントに活用します。 

 

２－２ 芸術文化活動団体への加入促進と組織力強化の取組を支援するとともに、芸術文

化活動の充実を図ります。 
 

あらゆる市民が、生涯を通じて芸術文化を鑑賞したり、体験したりすることにより、心豊か

な人生を送ることができるよう、各種団体による芸術文化活動を支援します。 

 

 主な取組 
 
 
■ 芸術文化イベントの開催                    （生涯学習課） 

 
市民が芸術文化に触れる機会の充実を図るため、地域の芸術文化資産を活用した市民参加型

の芸術文化イベントを開催します。 
 

具体的な 

取組例 

・市総合美術展覧会の開催による芸術文化鑑賞と創作活動の機会創出 

・市外アーティストと市民の交流イベントの開催 

 

■ 各種団体や個人の活動支援                  （生涯学習課） 
 

市民の自主的な芸術文化活動の活性化及び育成・振興を図るため、芸術文化の普及活動や発

表会等を行う団体の活動に要する経費の支援を行います。 

  


